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　社会学部は 2009年度に学部改編を行い、社会学科一学科のもとに、定員を 475名から 650
名に増員しました。教育研究領域を整理し直し、「メディア・表象」「社会・共生」「人間・心理」
の 3つの系、「メディア」「社会表象」「グローバル社会」「現代社会学」「ソーシャル・ネットワーク」
「臨床社会」「社会心理」の７つの領域に学びを拡充しています。カリキュラムも大幅に改編し、
基礎演習ではスタディ・スキル中心の統一された授業内容を実施しています。また、2年次を
中心にした演習科目（「インターミディエイト演習」）を多数新設し、全学生が切れ目なく少
人数教育の機会をもてる仕組みを導入しています。大学院社会学研究科では、2003年度に採
択された文部科学省 21世紀 COEプログラム「『人類の幸福に資する社会調査』の研究」が終
了し、その事業は新たに設立された先端社会研究所に引き継がれています。同時に、2008年
度には、大学院 GPとして「社会の幸福に資するソーシャルリサーチ教育─ソシオリテラシー
の涵養─」が採択され、大学院生を主体とした書評誌『KG／ GP社会学批評』の刊行、北京
師範大学やネパール・トリブバン大学との国際プログラムなど、研究教育のさらなる充実を
図ってきました。
　社会学部が学部としての地歩を固め、時代の変化と要請に対応しあるいは先取りして、今
日の姿にいたるまでには、学部、大学、学院内外の多くの先達者・関係者の方々のご努力が
ありました。そのご努力とご厚情に思いをいたし、この場を借りて、改めて深い感謝の念を
申し述べたいと思います。
　さて、社会学部は創設 50周年を記念し、さまざまな記念事業に取り組んできました。2010
年 5月 22日には、関西学院会館において「50周年記念式典・祝賀会」を開催しました。院長・
学長をはじめ学院・大学・同窓の関係者の方々、社会学部の発展に多大な貢献をされた名誉
教授・元教員の先生方や職員の方々、学部創設期の卒業生の方々、現役の教員・職員・大学
院生をはじめ、多数の関係者が一堂に会し、この半世紀の歩みをふり返るとともに、今後の
成熟に向けて再スタートを切るための良い機会となりました。
　また、記念事業では大規模な「卒業生調査」が実施されています。そのデータ分析も一部は「社
会学部紀要」や「卒業生調査報告会」において公表され始めました。さらに、従来の「年史」
に代わる記録誌として「社会学部の 50年─写真と回想で綴る半世紀の歩み」の編纂や、いま
現在の授業風景や学生生活を記録する DVD（「社会学部の現在─映像と写真による 2010年の
記録」）の製作が進められました。
　本紀要別冊では、50周年記念事業のもう一つの大きな柱として実施された「連続学術講演
会／シンポジウム」を収録しています。「教育としての社会学」という共通テーマを設定した
うえで、現代社会学の最前線で研究に取り組み、社会的にも活躍している研究者をお迎えし、
関西学院会館において計 4回の学術講演会を開催することができました。
　第 1回は、京都大学大学院教育学研究科准教授の佐藤卓己氏をお迎えし、「＜メディア史＞
の成立─歴史学と社会学の間」と題する講演が行われました（4月 28日）。第 2回は、中央大
学文学部教授の山田昌弘氏をお迎えし、「社会学者の仕事の社会的影響─リアリストは嫌われ
る？」と題する講演が行われました（6月 23日）。第 3回は、大阪大学大学院人間科学研究科
准教授の吉川徹氏をお迎えし、「社会調査で時代を測る─潜在する大きなトレンド」と題した
講演が行われました（10月 13日）。最終回は、京都大学大学院文学研究科教授の落合恵美子
氏をお迎えし、「パーソナル・イズ・ポリティカル─日常の学としての社会学」と題する講演
が行われました。その後、落合氏を交え、「教育としての社会学」をめぐって安藤文四郎教授、
田中耕一教授、奥野卓司教授によるパネルディスカッションが行われました（11月 24日）。
　連続学術講演会では、多くの教員・大学院生・学部学生に一般市民も加わり、活発な質疑
応答が行われました。「メディア史」「格差社会」「学歴と社会意識」「子育て」といった、い
ずれも身近なテーマから社会学の最前線に切り込んだ大いに啓発される講演でした。終了後
も、講師の先生を囲む茶話会がもたれ、熱心な質疑応答が続けられたのが印象的でした。そ
の熱意をうけて、社会学部研究会においても「教育としての社会学」をめぐる活発な議論が
くりひろげられたことも特筆に値すると思います（12月 15日）。
　当日の講演内容については、ぜひ本誌を御覧になっていただければ幸いです。「連続学術講
演会／シンポジウム」のために尽力して頂いた 50周年記念事業委員会及び関係者各位にあら
ためて感謝の意を表したいと思います。
